
絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律
施行状況評価報告書概要

○同法の平成29年改正事項を中心に、関連制度の実施状況も情報収集し、同法の運用全般に
ついて課題及び改善の方向性を整理。

○検討・評価作業は、国内の絶滅危惧種の保全策に関する「保全」と、国際的な保全対象種
を含む希少野生動植物種の流通管理に関する「流通」の２テーマで課題を抽出。

「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律の施行状況評価会議」※において、
令和５年度から令和６年度にかけて同法の施行状況について検討・評価した結果をまとめた
（令和７年６月27日公表）

検討・評価の進め方

○「保全」 生息・生育の場（ハビタット）保全のより一層の重視。
・生息地等保護区と自然共生サイトとの連携など生息・生育地の保全の強化
・生息・生育状況や保全状況の把握、事業の評価に向けた情報の収集・活用のあり方

○種の保存に関する活動拡大と持続性確保のため、多くの主体の参加を得る必要があり、保
全活動を促進するインセンティブの形成や阻害となる規制緩和を検討する。
・認定保護増殖事業を拡大するため、多様な主体による保護増殖事業の実施が促進される
制度のあり方

・認定希少種保全動植物園等制度を更に活用するための手続きの改善
・民間企業等へのアウトリーチの強化や、インセンティブ形成事業との連携
・保全の共通目標の設定など関係省庁や地方自治体との更なる連携体制の構築

○「流通」 希少種取引の厳格な管理と、種保存に資する個体の譲渡し等での負担軽減との
バランスの確保。
・流通規制における、生きている個体の心身への負担軽減や、保全活動での手続きの負担
軽減等

・標本の譲渡しなどの生物多様性の保全につながる活動の促進に向けた運用面での改善

○今後、気候変動適応策が更に重要となることから、本評価で詳細に検討できていない気候
変動対策と野生生物保全との間の課題等への対応方策の検討。

○「保全」について、国内希少野生動植物種の指定の増加により、捕獲採取圧対策は進捗が
見られる。

○他方で、種の生息・生育状況の改善に有効な場の保全をはじめ、保護増殖事業を促進する
必要があり、このためには、事業に制約となる規制の緩和も検討される必要がある。

○「流通」について、規制対象となる個体識別措置の緩和や、保全活動時に必要となる手続
き負担の軽減を検討する必要がある。

抽出された課題

今後の進め方
○「検討会」の設置により、令和８年度にかけて制度のあり方の検討を進める。

今後の検討の方向性



（※）「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律の施行状況評価会議」について
• 種の保存法は、平成29（2017）年の改正において、特定第二種国内希少野生動植物種制度や認定希少
種保全動植物園等制度の創設、国際希少野生動植物種の登録制度の強化、特定国際種事業者の登録制
度の創設等がなされた。

• 同法附則第10条には、「政府は、施行日以後五年を経過した場合において、新法の規定の施行の状況
について検討を加え、必要があると認めるときは、その結果に基づいて必要な措置を講ずるものとす
る」ことが規定されており、「施行状況評価会議」において、同法の施行状況について検討・評価を
行うとともに、取組むべき課題の整理を行った。

令和６年３月21日 合同会議 ・会議の設置、
・検討スケジュール等

10月18日 流通 ・オンライン上の広告規制の運用について
・国際種の個体等登録制度における個体識別措置について
・象牙全形牙の登録制度の運用について
・交雑個体の取扱いについて

11月12日 保全 ・国内希少野生動植物種の指定について
・生息地・生育地の保全について

12月18日 流通 ・国際希少野生動植物種の個体等登録制度について
・種の保存法に基づく流通規制について
・種の保存法に基づく規制の監視について

令和７（2025）年
１月31日

保全 ・保護増殖事業について
・認定動植物園について
・国内希少野生動植物種の流出について

２月26日 合同会議 ・希少野生動植物種の保全・流通に係る措置について
・報告書（骨子案）について

６月 メール等 ・最終調整と報告書の了承
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